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連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、2019年５月14日に公表した2020年３月期通期の連結業績予想を下記のとお

り修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．連結業績予想の修正について 

2020年３月期通期連結業績予想数値の修正（2019年４月１日～2020年３月31日） 

 売上高 EBITDA(※) 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する当期

純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

2,314 

百万円 

△329 

百万円 

△366 

百万円 

△367 

百万円 

△389 

円 銭 

△118.60 

今回修正予想（Ｂ） 2,400 △180 △215 △215 △220 △65.22 

増減額（Ｂ－Ａ） 86 149 151 152 169 － 

増 減 率 （ ％ ） 3.7 － － － － － 

（参考）前期実績 

（2019年３月期） 
2,243 451 429 428 257 79.05 

（※）EBITDA＝営業利益＋減価償却費＋のれん償却額 

 

２．業績予想修正の理由 

売上高に関しましては、当社主力サービスである入札情報速報サービス「ＮＪＳＳ（エヌジェ

ス）」において、当初は前期実績並みの売上高を予想しておりましたが、中期経営計画に掲げてお

りました営業プロセスの最適化が順調に進捗したことが有料契約件数やＡＲＰＵ（一件あたり日割

り売上高）の成長に繋がり、これにより当初の予想を上回る見通しとなりました。 

利益に関しましては、連結売上高が当初の予想を上回ったこと、2020年２月14日開示の2020年３

月期第３四半期決算短信にて記載いたしましたＮＪＳＳにおけるプロモーション施策をはじめとす

る検討中の投資について費用対効果を精査の上で一部の実施を見送ったこと、ＮＪＳＳにおける営

業プロセスの最適化を実行する上で発生を見込んでいたコンサルティング費用の抑制等により、当

初計画よりも損失額が下回る見通しとなりました。 

当第４四半期につきましても、引き続き各セグメントにおいて積極的に投資を実行していく予定

であるものの、2020年３月期通期において当初計画よりも損失額が下回る見通しです。 

以上により、2020年３月期は、売上高、EBITDA、営業利益、経常利益、及び親会社株主に帰属す

る当期純利益が前回予想を上回る見込みであることから、業績予想を修正することといたします。 

 
※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、今後の様々な不確定要素

により、実際の業績と異なる場合があります。 

以 上 


